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畢威 詔且年度 3周期 通常総会次第

且 開 会 の こ と ば 

2 理 事長 あい さつ 

3 議 長 選 出 

4 定 足 数 報 告 

5 議 事録著名人の選出 

6 議 事

議案 第 4号 平成 2沌 年 度 収 支補 正 予算 (第 且号 ) 案につ い て

議 案 第 5号 平成 望 2年 度 事 業 計 画 (秦 ) につ い て

議 案 第 6号 平成 22年 度 収 支 予算 (秦 ) につ い て

議 案 第 7号 (礼 ) 江 田轟市 シル バー人材 セ ン ター の業 務 に一般

労働 者 派 遣 事 業 を加 えるこ とにつ い て 

8 そ の 他 

9 閉 会 の こ と ば



議案 第 4号 平成 2過年度収 支 補 正 予 算 (第 且号)案 且

収 支 補 正 予算書 く案)

議案 第 5号 平成 22年度 事業 計 画 (秦 ) 5
 

事 業 計 画 (莱) 6
 

事 業 実施 計画 6
 

且 就 業会員 の増強 6--7
 

2 就 業機 会 の開拓 と提 供 7
 

3 安 全就業対策 の推 進 7
 

4 普及 啓発活動 7
 

5 独 自事業 につ なが る 自主 活 動 グル ープを設 立-･･一 -･･7
 

6 環 境保 全美化推進 事 業 企 画提案方式) の推 進 - ･-( ,8
 

7 シルバ ー派遣事業 の推 進
 

8 無 料就業紹介事業 の推 進
 

9 互助 会活動-の支援


且O環 境保 全美化推進 事 業 (企 画提 案方式)事業 計 画 --･-9


且且シル バー派遣事業 (案 ) 9- 1〔)


議案第 6号 平成 2 2年度収 支 予 算 (莱 ) 且且


-収 支 予算 書 (秦 ) 且2 且6

収 支 予算 書 に対す る注記 且7

議案 第 7号 (社 )江 田島市 シル バ ー 人材 セ ンター の業務 に一 般

労働者派遣事 業 を加 え る こ とについて-･ 一･- 且8

参考資料 且9- 2互



議案 第 4号

平 成 2 且年度収 支補 正 予 算 (第 且号 ) 案 につ い て

平成 2 且年 度 (社 ) 江 田島市 シル バ ー 人 材 セ ン ター収支予 算 に つ い て 一 部

補正 を必 要 とす るの で ､(社 )江 田島市 シル バ ー人材 セ ンター 定款 第 32条 第

且項及 び 財 務 規 程 第 且6条の規 定 に基 づ き､ 総 会 の承認 を求 め るo

平 成 2望年 3月 30日提 出

社 団法 人 江 田 島 シル バ ー人材 セ ン ター

理 事長 風 呂井 侃 
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平成 2且年度 (社)江田島シルバー人材センター

収 支 補 正 予 算 書 (第 1号) 案

単位 :千円

大 科 目童 中 科 目勘 定 科 目 蔓現 行 予 算 書 補正予算 計


萱瓦 事業活動収支の部
 

1 事業活動収入


受 託 事 業 収 入
 74,000 9,174 即 7


配分金収入 60,000 2,286 62,28

材料費等収入 8,000 6,211 14,21

事務費収入 6,000 677 6,67

独 自 事 業 収 入 730 144 87


配分金収入 昌 300 323 62


材料費等収入
 400 △ 199 20


事務費収入 30 20ヨ 5

会 費 収 入 400 36 43


竃会員会費収入 400 36 逢3

補 助 金 等 収 入 22夕910 35 22,94

曹開拓専門- 勤補助収入 0 35 3


負 担 金 収 入
 30 △ 29

匝 担金収入 30 △ 29

雑 収 入 5且 且2' 6

受取利息収入 i 2
 

雑 収 入 50 且0 6

事 業 活 動 収 入 計 98,123 9,372 廊 49
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勘 定 科 目
ノト･.~~ ネ 計 考

大 陸 巨小 科 目 現 rT 予 算 補 正 J 

2 事業活動支出 層

事 業 費 支 出 邑 80,439 4,936 声85,375

受託事業費支出 68,000 4,397% 72,397

配分金 嘗 60,000 2,286 62,286

匝 料費等支出 電 8,000 2,且且1 10,lil

独 自事業費支出 700 1且2 8且2

匝 分金 300 323. 623 

§材料費等支瑚 400 △ 21且 且89義

芸 蓋 諾 若 若 菜 墓 353 △ 67 286

桓 議費支出 塵 21 △ 3 18

旅費交通費支出蔓 72 △ 15 57

通信運搬費支出暑 21 △ 且6 5

消耗品費支出 妻 227 △ 29 且98

諸謝金支出 暑 10 △ 4 6

普及啓発費支出 琶 741 488 1,229

嘗旅費交通費支出書 且Oi △ 26 75

消耗品費支出 巨 272 625 897ウンイド

印刷製本費支瑚 200 △ 2 且98

通信運搬費支出 50 △ 24 26

捧 託費支出 昏 l且8 △ 85 33

霊 漂 費覧 琵 琶 4,261 △ 99 梨i62

畳臨時雇賃金支出 亀 409 △ 25且 且58

会鼓費支出 琶 10 30 40賄資

旅費交通費支出邑 622 37且 993班長視察

通信運搬費支出雪 目 15 △ 99 1タ016

什器備品費支出 50 9 59デジタル

消耗品費支出 120 △ '48 72デジタルカード :

修繕費支出 夢 300 128 428タイヤ他

印刷製本費支出邑 20 △6 14

保険料支出 藍 且,245 △ 178 且,067

諸謝金支出 巨 50 △ 49 且

租税公課費支出塵 且00 且9 且19印紙代他

教材費支出 蔓 50 △ 20 30

組織- 助成金支出匡 140 3 且43互助会他



負担金支出 30 △ 8 22す

調査研修費支出 30 △ 27 3i

消耗品費支出 

印刷製本費支出 

iO 

10 

△ 9

△ 9

且§

且邑

通信運搬費支出 10 △ 9 i毒

企画提案方式による事業支出 5,894 132 6,026魯

通信運搬費支出 80 12 92匡

消耗品費支出 240 100 340農

印刷製本費支出 100 20 且20覇

管 理 費 支 出 21,470 △ 且8 21,452竃

人件費支出 16,720 △ 50 ･6,670∃

職員基本給支出 10,845 且 10,84'6着

職員諸手当支出 350 △ 5且 299量

睡定福利費支出 1,984 0 1,984喜

一般運営費支出 量 4,750 32 も782層

旅費交通費支出 97 △ 12 85匡

什器備品費支出 50 △ 20 SO塾

消耗品費支出 250 △ 79 m i

通信運搬費支出 30 △ 5 25塁

光熱水料支出 663 32 695!

委託費支出 949 △ 4 945量

会議費支出 

負担金支出 

150 

400 

△ 37

△ 20 

且且3竃

380

役員等旅費交通費支出 162 46 208

雑支出 且50 且31 281i

･事業活動支出計 101,909 4,918 ･06,827量

事業活動収支差額 △ 3,786 4,454 668召 

Ⅲ 投資活勤収支の部 笥 a

且 投資活動収入 a 

(∋敷金.保証金等戻り収入

預託金戻 り収入

竜

②特定資産取崩収入 

財政遷宮資金 積 立資産取崩収入 

財敢運営費金積立梁塵取崩支出 . 

5,000 

5,000 

5,000 

0 

O 
0 

5,000毒

5,Coo巨

5,goo喜



2 投資活動支出 oi o
 

(∋敷金 可保証金等支出 o雷
 o 

量預託金支出 o墓 o 

②特定資産取得費支出 o表 5,000 5 0


蔓財政運営資金取得費 o嘗 5,000 5 0


o邑 5,000 5,00


投資活動収支差額 5 00蔓 △ 5 00 

Ⅲ 予 備 費 3 25嘗 △ 5 2,47

睡 期 収 支 差 額 △ 1 o △ 1,8五

46
 

0,

匝 撃 撃堅支差額 811量 o 8且

0,

0,

瑚,

1,

0,

0,

投資活動支出計 

1,
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議 案 第 5号

平成 2 2年 度 事 業 計 画 (秦 ) につ い て

平 成 22年度 (社 )江 田島 市 シル バ ー人材 セ ンター の事 業 計 画 (秦) に つ

い て ､(社 )江 田島市 シル バ ー 人材 セ ンター定款 第 3望粂 第 且項 の規 定 に基 づ

き ､ 総 会 の議決 を求 め る｡

平成 22年 3月 30 日提 出

社 団 法 人 江 田島 シル バ ー人 材 セ ン ター

理 事 長 風呂井 侃 
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/ll∵了､･革ま 喜美を~一三 ●キ ･

学生の一番就職 したい企業の一つであった日本航空の経営が破綻 し､最優良

企業であった トヨタの経営､品質管理体制が批判され､各企業の派遣社員の整

理等全国的に社会経済に大きなショックを受けた年度を閉じようとしています｡

こうした社会情勢の中､我が国では､平成 22年度予算編成にあたり行政刷新

会議による事業仕訳がおこなわれ､シルバー人材センター援助事業については

予算額の 3分の 1程度の縮減が求められるなど世の中のシステムが大きく変化

している中､定年退職者などの高齢者に臨時的､短期的な就業を提供すること

を基本理念とする､江田島市シルバー人材センターは､高齢者に健康で生きが

いのある生活と地域社会の福祉の向上や環境美化､活性化をめざして､努力し

てまいりました｡

就業の内容は､市行財政改革に伴 う公共事業の減少等の半面､新年度におい

ては､企画提案方式による環境保全美化推進事業､指定管理方式による裏道山

森林公園管理事業､シルバー派遣事業等､より多様な取 り組みを行ってまいり

ます｡

シルバー人材センターの運営は自主自立 中共働共助と言われながら､ややも

すると運営が事務局中心になりがちで､管理的で雇用型組織に固定されていく

傾向がありますが､役員も会員の皆さんも､この事務局依存型から会員主導の

運営に切 り替え､シルバー人材センターは自分たちで創 り運営していくのだと

い う意識を高めることが､当センターの課題であると考えます｡

シルバー事業の運営に対する国 ◎自治体の基盤的な支援は､超高齢社会が進

展する中で不可欠ですが､財政事情は厳 しさを一層増すことが必至であり､よ

り自立 した安定的な運営基盤 とするには､自己財源の確保等に向けた取 り組み

を進めなければなりません｡

こうした観点から､多くの会員の皆 さんに就業の場を提供 し､地域社会の要

望 申期待に応え､また地域社会の活性化に貢献できるような体制づくりを図り､

会員の皆様がその主要な役割を果たすことができるよう､以下の事業に取 り組

みます｡

事業実施計画 

-_ き害主 ∴主三三 :二t･･幸二二A--- I.T一1:i･ :二三･享こ毒	 ;.= I ;′ I-- ､;茸三.I: ≡-l .-=, 三 二

①	 多様な就業ニーズの把握

地区役員や理事を中心に､会員の状況把握､連絡､新会員の加入促進等､

管



職種に応 じた補充に努め､増強を図る 

②	 会員の活性化

職辞班において､後継者の育成､会員の補充等､機能強化を図る

盟. 就業機会鈎開拓と提供 

①	 シニアワ-キングプログラム事業 (S量つ事業)の推進


｢勢定講習会短期｣の実施
 

②	 末就業会員の解消


チップリサイクル事業で､補助員として就業
 

③	 就業情報の提供と就業機会の再分配 

④	 ボランティア活動の推進など社会参加活動の促進

詔. 安全就業対策⑬腫進 

①	 会員に安全就業の必要性の徹底


就業中の物損､人身事故の原因分析､安全用具の着用義務


② 就業内容に合わせた防護装具の整備 (会員の自己負担) 

③	 就業前打合せ


ラジオ体操の実施､作業前打合せ
 

④	 安全パ トロールの実施､安全就業講習会の開催


安全パ トロール年 6回､安全就業委員会年 2回開催


⑤ 健康診断の受診

日常的には健康状況の把握に努め､年 且回は健康診断を受診する 

⑥	 ヒヤリ Dハット体験談､安全標語の募集

軌 普及啓発活動 

①	 関係諸団体の各種イベン ト -の参加

② 機関紙 ｢シルバー江田島｣の発行 

③	 ｢シルバーの日｣ ボランティア活動の実施 

④	 えたじまポー トプラザ (小用港)の年間出店 

⑤	 パソコン講習会を行 うと共にホームページを作成 

5q 独由事業につながる由童活動伊飽-プを設立 

①	 竹細工班､木工班､手芸班を活性化させ地域の特産品づくりに努める 

②	 会員相互の交流の場や生きがい作 り 

③	 遊休農地を活用し､野菜等の栽培行いイベン ト等で販売

臥 環境保全美化経進事業(企画提案霜或)⑬経進 

8
 



7B 彰ル3竜-派遣事業翰絶進 (別紙事業案) 

8. 無料職業紹介事業⑳推進

三 三 三̀-L･i -̀､､1/…=::ll､--I言:･-:二義



環境保全美化推進事業 藍企画腹案粛式∋ 事業計画 電腰親藩 

[事業量旨]

江田島市シル六一人材センターでは､行政や一般家庭から受注した､植 

'木萄定業務に伴って市のごみ処理場に搬入する勢定枝葉をチップ化し､土

壌改良剤等にリサイタルし､江田島市総合計画に記載されている｢ごみの

減量化｣また｢循環型社会｣の形成に寄与 し､地球温暖化対策に貢献すると

ともに､他団体と共同し次の事業を行 う. (平成2丑年且0月より実施)

①チップ化 した製品を市の各種イベン トで市民に配布する｡

②各自治会 と連携 し､自治会において行っている ｢花いっぱい運動｣ の土壌改

良剤として提供する｡

③学校の美化活動の一環として花壇や樹木の土壌改良剤として活屈していく｡

④障害者就労支援センター	 ｢あおぞら｣ にチップを供給 しカブ トムシの育成に

使周してもらう

⑤シルバー人材センターの独自事業として､一般作業 (草刈り等)に従事でき

なくなった高齢者や新規加入会員の就業の場の確保にも大きく貢献できる事業

である｡

･･･∴.∴一派三二･丈●笑､､､

シルバー事業は､これまでは ｢請負 ｡委託｣による就業のみを行ってきた｡

しかし､高齢法の改正 (平成 且6年 且2月 且E3)により､シルバー人材センター

でも人材派遣事業の実施が可能になり､発注者側の従業員との混在作業や直接

の指揮 匂命令を受ける就業を行うことができるようになった｡

汐妙.ボー派遣事業と経

高年齢者の知識や経験を活かした多様な就業機会を確保するとともに､シル

バー人材センター事業の適正かつ効果的な運営を図るため､ジルバ-一人材セン

ターの会員を対象に､｢臨時的かつ短期的な就業｣ 又は ｢その他の軽易な業務に

係る就業｣ の範囲において行 う､一般労働者派遣事業 (シルバー派遣事業)｡

派遣できる業務

｢臨時的かつ短期的な就業｣ とは概ね月 且の日程度以内のもの､｢その他の軽

盈⑬



易な業務に係る就業｣ とは自動車の運転や家事手伝い等一定の職種で､概ね週 

20時間を超えないものO

実施体制

派遣元事業主である㈲広島県シルバー人材センター連合会が､各市町村のシ

ルバー人材センター内にシルバー派遣事業を行 うための実施事業所 (江田島市

シルバー人材センター)を設置し､センターの職員が実務にあたります｡ 

:.. ､ -T :.芸 ,'等･t::･･･一二 三三1--- tIr II II :-

9派遣先 (会社､役所など)の社員と一体になって業務の遂行ができます｡

･派遣先の指揮命令を受けて業務に従事します｡ 

9派遣会員となった会員には､労災保険が適周されますOただし､この事業の

性格上､雇周保険､社会保険 (健康保険､厚生年金保険等)の被保険者とは

なりませんO

･∴ ､､1I: .∴一-III- ;三事業 ･ ･ :-

AA
 



議 案 第 6号

平成 2 2年 度収支予算 (莱 ) につ い て

平成 22年度 (社 ) 江 田島市 シルバー人材 セ ン ター 収 支予算 (秦) に つ い

て ､(社 )江 田島市 シル バ ー 人材 セ ンター定款第 32条 第 且項 の規定に基づ き､

総 会 の議決 を求 め る｡

平成 22年 3月 30 日提 出

社 団法人 江 jEE島 シル バ ー 人材 セ ンター

理 事長 風 呂井 侃

且2



収 支 予 算 書 監察)

平成22年 4月且日か ら平成23年 3月3ほ (単位 :千円)

勘 定 科 目 葛 予 算 額 前 年 度

予 算 額 備 考
大科 目 中 科 目

亙 事業活動収支の部 室 

i 事業活動収入 亀

受 託 事 業 収 入 巨 74,000 74,000 0

配 分 金 収 入 .///60,00¢ 60,000 0

材 料 費 等 収 入 § ' 8,000 8,000 0 

事 務 費 収 入 旨 ,,:/6,000 6,000 0配分金の10%

受託事業壁入 (施設の管理業務) 蔓 3,300 0 3,300

書芸霊裏芸賢人 (施設の 屠 3,300 0 3,300 

独 自 事 業 収 入 邑 630 430 200

挺 分.金 収 入 暑 300 300 0

担 料 費 等 収 入 邑 300 100 200

桓 務 費 収 入 夏 30 30 0配分金の10%

会 費 収 入 喜 .'500 400 100 

覇会 員 会 費 収 入 巨 500 400 loo

補 助 金 等 収 入 巨 20,720 且7タ910 2,,8且0

連合交付金収入 且0,000 8,800 11J200

市 補 助 金 収 入 蔓 且0,000 8,800 且,,200

豊芸慧慧警習 書 300 310 ∠ゝ 10 

.慧 哲 雷門員活動補助邑 !/L,420 0 420

負担金収入 嘗 30 30 0

責負担金収入 30 30 0料理講習会等負_i

寄 付 金 収 入 且 且 0

捧 付 金 収 入 嘗 且 且 0

特 定 資 産 運 朋 順 収 入 墨 且 且 0
冒警定資産運即 偲 収書 且 A 0

雑 収 入 臣 .//3且 51 ∠ゝ 20

妻巨 受 取 利 息 収 入 巨 且 且 0雑 収 入 邑 30 50 ∠ゝ 20SP会場費飽

二言

i邑

E

ミ

音

iど

鷲義a

買



収 支 予 算 書

勘 定 科 目大陸 ∃ 小 科 目 

2 事業活動支出

事 業 費 支 出 

予 算 額

81,704 

前年度予算額

74,05i 

増 減

曹

223

備
考

受 託巨配

看材

事 業 費 支分 金 支

料 費 等 支

出出 

出 

8660,,000000 

8,000 

8660,,000000 

8,000 

o萱C音

0事業用材料他

受託事業費支出(施設の管理業務)配 分 金匝 耗 晶 支支 出出 

∃燃 料 費 支 出 

光 熱 費 支 出 

修 繕 費 支 出 

通 信 運 搬 費 支 出 

3,且 

2,00() 

10000 

50 
500 

100 

40 

0

00

0

0

0

0

｢ 

蔓 

~~ 

署委

独 自

託

事

費

業

支

支

出 

出 

310 
600 

0

400 2,00

.

匝 分 金 支 出 

パ材 料 費 等 支 出 

安 全 . 適 正 就 業推 進 費 支 出

署会 議 費 支 出 

旅 費 交 通 費 支 出 

曹通 信 運 搬 費 支 出 

陣 耗 晶 費 支 出 

印 刷 製 本 費 支 出

諸 謝 金 支 出 

300 

300 

且78覇

18 
72 

26 

50 
且

10

300 

100 

且76 

21 
72笥

21 

50 
且 

且0

oi

20瑚事業柵 蒜

2ミ 

△ 3署会議用食竪

0委員会2回､パl

5郵便料

0安全具他

0

¢講師謝金

教 材 費 支 出 1 且 oi

萱 普 及 啓 発 費垂旅 費 交 通 費支支 出出 

睡 耗 晶 馨 支 出 

68旦244 

255 

724iOi 

255

△ 40萎2堰 報委員禦

轍 問シルバ空

琶印 刷 製 本匝 信 運 搬 費費 支支 出出 200 200 o瞳 一江日竺



大 中 勘 定 科 目小 科 目
予 算 額

前年度予算額
増 減 備 考

萎委 託 費 支 出 75 i且8 △ 43広報紙配布委託
他

就提 業供 費 開支 拓出 4タ352 4,261 9且

10 且0 の.会議用食糧 

賢臨 時 雇 賃 金会 議 費 支旅 費 交 通貞通 信 運 搬蔓什 器 備 品 費費費 支支支支 出出出出出 250 

622 

且,i且5 

50 409

622 

1,五五5

50 △ 且59臨時職員等賃金 

0役職員研修会旅費角視察)

0通信運搬費 

0

印 刷 製 本 費 支 出 20 20 0封筒印刷代他

保

諸

険

謝

料

金

支

支

出 

出 

1,245 

50 

i,245

50 

0自賠寮,任昔､会員､艮災害保険他

0

阻

喜教

税 公 課 支

材 費 支

出 

出 

100 

50 

100 

50 

0自動車重量税健

G
組助 織成 費 活 支 動出 140 140 0会員福利厚生費､健丘成､互助会助成他

邑負 担 金 支 出 30 30 0フェアー出店料づ

巨修 繕 費 支 出 

提案方式による事業支 

会 議 費 支 出 

550 

4,330 

48 

300 

0

0

250車検､修理代他

打合せ会議

旅 費 交 通 費 支 出 且20 0 他拠点視察

匝

消

信 運 搬 費 支 出 

耗 品 費 支 出 

80 
220 

0

0

リーフ~レット郵送

燃料費､整備費他

印 刷 製 本 費 支 出 150 0 リーフレット作成費

者 企r班 消 耗 品 費 支

諸 謝 金 支

賃 借 料 支

事 業 設 備 費 支

出 
出 

出 

出 

120 
2,448 

i,164 

100 

120 
0

0

0

0車両用燃料.他

コーディネーター､補Bj

シュレッダー､ダ

調 査 研 究 費 支 出 160 180 △ 20

表 旅
消

費 交 通 費 支 出 
耗 品 費 支 出 

130 
10 

150 
10 

△ 20研修費-
0

印 刷 製 本 費 支 出 10 10 0

通 信 運 搬 費 支 出 10 10 0

ニ'f:F.



勘 定 科 目 ~前年度 増 減 鰭 考
大 中 小 科 目 予算額

妄 ニ 7#p -孟 プ ㌘ ラ岩音陸 費 交 通 費 支 出竃 300iO暑 31且00 △ 且00講師旅費髄

通 信 運 搬 費 支 出 30 30 0郵便料

什 器 備 品 費 支 出 0 0 0事業周備品他

消 寿毛 晶 費 支 出 5 40 △ 35事業周消耗

蓄印 刷 製 本 費 支 出 15 5 iO 講習会用資料

貞諸 謝 金 支 出 150 150 0講師謝金

桓 材 費 支 出 30 30 0講習会用事

賃 借 料 支 出 30 30 0

租 税 公 課 支 出 且5 0 15sp事業消毒

会 議 費 支 出 5 5★ 0会議賄費

警支 払 手 数 料 支 出 10 10 0振込手数料

管 理 費 支 出 2上619 20,788 83且

人 件 費 支 出 16,884 16,720 且64-

職 員 基 本 給 支 出 10,846 10,845 且

職手 員当 特.支 別出 且,808 1,808 O 期末手当

職 員 諸 手 当 支 出 350 匡350 0時間外勤妻

法 定 福 利 費 支 出 2ク148 1,984 164社会保険料

福 利 厚 生 費 支 出 5 5 0職員健康影

退 職 給 付 支 出 上080召 且,080 0中退金掛金

役 員 報 奨 金 支 出 648 648 0

一 般 運 営 費 支 出 4,735 4,068 667

慶旅 費 交 通 費 支 出 185 97 88聴員研修部

旨臨 時 雇 賃 金 支 出 i 1 0臨時貸金

量什 器 備 品 費 支 出 50 50 0

匝 耗 品 費 支 出 150 250 △ 100事務周洞嚢 

通 信■運 搬 費 支 出 30 30 0郵便料

光 熱 水 料 支 出 663 663 0 電気 d水道一カ

5 印 刷 製 本 費 支 出 i 且 0罫紙印刷確
税

且6



宴珊 勘 寛諾 目 § 予 算 額 書 予算額 増 減 備 考前年度

賃

委

借

託

料

費

支

支

出

出 

ユタ552
985 

且,552 

463 

0事務機器借上料オフコン

事務用機器保守料地522

音

匡修 樺 費 支 出巨 且 且 0

匝 払 手 数 料 支 出室 25 25 0振込手数料他

嘗会 議 費 支 出量 且00 且50 △ 50総会費岡他

匝 担 金 支 出量 400 400 0 全シ ､県連合会資､社会保険協協会会費費他

事

量霊

蔓雑

業 活

宝

動

芸

支

支

警

出

冨麿 

出暑 

計邑

162

150 
且0タ3323 

且62 

150 

94,839 

0理事会等出席費用弁償

0

8,484

事

巨Ⅲ

業 活 動 収 支

投資活動収支の部 

差 額蔓 △ 現 且0 △ 2,OI缶 △ 2,094

1 投資活動収入

①敷金 鳩 証金等戻り収入 匡 o 0 匡普

預託金戻 り収入 蔓 o 0

邑② 特 定 資 産 取 崩 収 入墓 5潤 0 0 5,000

雷 ㌔ 連 署 篭 金㌔ 芙暑 5,000 0 5,000

賢 覧 連 署 篭 金貨 芸蔓 o 0

投 資 活 動 収 入 計匡 5,000 0 5,000 

2 投資活動支出 畳 

(丑敷 金 ◎保 証 金 等 支 出 

署預 託 金 支 出 

o

0 

0 

0 

0 

臣 

0蛋

0自動車リサイク′レ料金預託金
②特定資産取得支出 喜 

‖財政運営資金資産取得支出匡 

o 

o召 

0 

0

投 資 活 動 支 出 計量 o 0 O

投 資 活 動

･ 予備費

収 支 差 額量 

毒 

5湖 0 

2,890 

0 

98埋 

5,0(〕0

1,906

当 期 収 支 差 額書△ 2湖 0 △ 3,000 l †000

睡 期 繰 越 収 支 差 額喜 2澗 0 3,000 △ 且,000 

:､一一



収支予算書に係る注記

且 借入金限度額


平成 22年度における短期借入金限度額は､且 ,000万円とする｡
 

2 債務負担額

オフィスコンピューターの 5年間リース契約により平成 23年度に次

のとおり債務を負担する｡

平成 23年度 A,580,000円 (消費税込み)

企画提案方式による､環境保全美化推進事業機器借上げの 5年間リー

ス契約により平成 23年度に次のとおり債務を負担する｡

円 (消費税込み) 

3 配分金収入の増加額に連動する支出 掴己分金支出､材料費等支出)に限

り予算を超えて執行することができるo 

I:≡ 



議 案 第 7号 

(社 )江 田島市 シル バ ー 人 材 セ ン ター の 業 務 に

一 般 労働 者 派遣 事 業 を加 え る こ とにつ い て 

(社 ) 江 田島 市 シル バ ー 人材 セ ン ター で は ､ 来年 度 か ら (社 ) 江 田島 市 シ

ル バ ー 人材 セ ン タ - 事 業 と して ､ 一 般 労働 者 派 遣 事 業 を行 うこ とにつ い て ､ 

(社 ) 江 田島市 シル バ ー 人 材 セ ン ター 定款 第 20粂 第 且項 の規 定 に基 づ き㌔

総 会 の議 決 を求 め る ｡

平成 22年 3月 30E3提 出

社 団 法 人 江 田島 シル バ ー 人材 セ ン ター

理 事 長 風 呂井 侃

盈9



仁参 考 資 料詔

一般労働者派遣事業 (シルバー-派遣事業さにつ亀′馬て

シルバー事業は､これまでは T請負 匂委託｣ による就業のみを行ってきましたoしかし､'


高齢法の改正 (平成 且6年 且望月 且田さにより,シルバーÅ甜センターでもÅ材派遣事業の


実施が可能になり､寛隆者側の従業員との混在作業や直接の指揮 ⑳冷食を受ける就業を行う


ことができるようになりましたOこのことにより､会員の就業機会の噂允が期待されませO


･::~J 言 -F護:･::ー∴I･･ ::::･･:a =言
 

高年齢者の知識骨経験を階かした多様な就業機会を確保するとともに勺シルバーÅ材セン


タ-事業の適正かつ効果的な運営を図るた軌 ジルバ-Å材センターの会虎を対象に､鳩


時的かつ短期的な就業｣又は ｢その他の軽易な業務に係る就業｣の範軒において行う､一般

労働者派遣事業 (シルバー派遣事業さを言態､ますO

派避雷馨る聾務

｢臨時的かつ短期的な就業｣とは概ね月 旦0 日程度以内のもの､rその他の軽易な業務に

係る就業｣とは家事手伝い等一定の職種で､概ね週盟0時間を超えなも鴫 の三ですO 

I-.11.f/･.::=: J i-7喝= 

派遣元事案主である衡広島県シルバー人材センター連合会が､各市町村のシルバーÅ財セ

ンター内にシルバー派遣事業を行うための実施事業所を設置しも当該センターの聴員が実務

にあたります｡ 

∴ _ 弓でざ三 +'; i-_. き 言!.ニぜd1
､ 7 .


･派遣党 を会社､役所など)の社風と一膝になって業務の遂行ができます0
 

8派遣兜の指揮冷食を受けて業務に従事所します3


･派遣会員となった金属には､労災保険が適周きれますOただし､この事菜の性格且勺摩周


保険､社会保険 を健康保険､厚生年金保険等)の被保険者とはなりませ巌


､∴ ,_II.:lll等妄 -_.雪I:-I･j聖 汝∴ :･- ' 

20
 



別紙 2


連合会本部 

(派遣元事業主j

且 県内全体のシルバー派

遣事業計画と実施内容の

策定宅括勧観点が策定した

実施事案所の区域におけ

るシルバー派遣事業の実

施計画､事業報告等の調

整) 

2 法令の定めるところに

よる広島労働局に対する

シルバー事業の届出､事業

計画､事業実番等の報告 

3 シルバー派遣事業の適

正な実施の確保に関する

事業の統括､実施事業所に

対する指導監督 

4 シルバー派遣事業実施

事業所の欽定 

5 シルバー派遣事業運営 

■委園舎による実施事業所

からの事業運営に開する

報告 旬意見の聴取､運営方

針の策定 

6	 シルバー派遣事業に係

る会計の終括管理 

7 その他シルバー派遣事

業に必要な事項

シルバー派遣事業事務分掌

活動拠点

実施事業所

且 派遣労働者の募集 q登録 且 当該活動塵も点に係るシ

2 派過免の開拓 ルバー派遣事業計画及び

3 労働条件通知番兼成業 実施内容の策敵と協蔑 

条件明示番の変相 2 番薬の普及啓塵
 

4 派遣労働契約の締結
 3 事業実施に係る調査､統

5 労働者廊遮契約の締結 計
 

6 派遣元管理台帳の作成
 4 実施事葉蘭の行う事務

及び保存 のうち､委任事務に係る収

7 勤務実蹟通知番の交付 支予算 ･決算
 

8 派遣料金の請求
 5 会員の派遣労働者会員

9 賃金の支払い 登録に関する相談 8援助 

且O 派遣労働者に対する必 6 事業所等からの受注支

要な助言及び指導の実施 援並びに派遣就葉を希望

且且 派遣会員から申出を受 する会員への就業情報の

けた苦情の処理 提供支援 

且望 派遣党との日常的な連 7 連合会本部及び実施事

絡 R罰整 業所との連絡 ｡調整 

且3 派遣金属の儲人情報の 8 その他シルバー派遣事

管理に関すること 業の支援に必要な事項

且壇 安全衛生に関すること

且5 派遮会虞の教育訓練に

関すること

且6 文書､公印の蘇管

且冒 収JA､支出及び金銭の出

納､保管

且S 資産の管理

且9 物品の調達､保管 

20 派遣会員の労災保険､損

賠償保険等に関すること

望且 連合会本部及び活動拠

点との連絡 申詞整 

22 その他シルバー派遣事

菜に必要な事項

2且
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詔 頗泉情報適正管理親櫨

萄 殿近め審菓辱渡す=爵相る法泉税⑬納紺申請審⑳琴』 

5 法泉硯固執紺証明審 

6 番圏斯◎佳弼権を証明する客観

習 派遣元寛任者⑳履歴番

田 派遣元受任者の住民票 

9 派遣元露髄薗講習会野望講証明馨の写』
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就業心得 
1 就 業 に は ､セ ン ター 会 員 と して の ｢誇 り｣ を もって 当 た り､お 互 い に

仲 良 く協 力 して就 業 しま しょ う〔 ) 

2 就 業 先 の往 復 に は ､ 交通 事故 の な い よ うに､ 十 分 注 意 しま し ょ う｡ 

3 就 業先 の諸 規 則 を遵 守 し､事 故 や ケ ガ の ない よ うに注意 しま しょ う O 

4 自分 の健 康 管 理 を十 分 に して ､無 理 な健 康 状 態 で は就 業 しな い よ うに

注.意 しま しよ う｡ 

5 家 庭 の都 合 や 健 康 巨の理 由 で約 束 の就 業 が で き ない とき は ､事 前 に発

注 者 と事 務 局 へ 必 ず 連 絡 しま しよ う｡ 

6 就 業 先 で の始 業 申終 業 時 間 は ､正 しく守 りま し ょ う｡ 

7 終 業先 で､ 苦 情 (盗 難 ､破 損 等 ) を受 け る こ との ない よ うに配 慮 しま

しよ う｡
 

8 た とえ少 量 とい え ども､就 業 中の飲 酒 はや め ま しょ う｡
 

9 就 業 を通 して知 りえた 事 項 は ､他 に も ら さない で くだ さい ｡
 

10 就 業 に際 して ､事 故 ､疑 問等 が あ っ た場 合 は ､速 や か に事 務 局 - 連 絡

しそ の指 示 を受 け ま L Lう ,. 

1 就 業 は､安 全 第 一 を心 が け､決 して無 理 をせ ず ､急 い だ り､ あ わ て た

りしない よ うに しま しょ う｡ 

2 服 装 ､履 物 は ､就 業 に あ った動 きや す い もの に しま し ょ う｡ 

3 就 業 前 に は ､軽 い 準備 体 襖 を して体 を ほ ぐ して お き ま し上 う｡ 

4 健 康 に は常 に留 意 し､年 に 1度 は健 康 診 断 を受 け､ 健康 な状 態 で就 業

しま しょ う O 

5 就 業 の 前 日は ､十 分 睡 眠 を とる よ うに しま しょ う｡ 

6 ゲル - プ 就 業 の 際 は ､ 合 図 ｡連 絡 ･伝 達 を行 い ､他 の会 員 に迷 惑 をか

け な い よ うに しま しょ うC , 

7 自転 産 を利 用す る場 合 は ､道 の端 を通 り､段 差 に 注意 し､ 走行 中の 白

動 車 に は近 寄 らず ､ 脇 道 か ら出 る ときは､ 必 ず 降 りて左 右 の安 全 を確 か

め､前 方 だ けで な く､周 囲 に も気 を配 る よ うに しま しよ う｡
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